
鏡開き式・武道始め
令和４年

大将軍（中央）が鬨（とき）の声を上げる（鎧着初め）大将軍（中央）が鬨（とき）の声を上げる（鎧着初め）

全員で正座（武道始め）全員で正座（武道始め）
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武道の隆盛と武道の隆盛と
日本の明るい未来を祈念日本の明るい未来を祈念

増改修工事完了で３年ぶりに開催増改修工事完了で３年ぶりに開催

令和４年鏡開き式・武道始め令和４年鏡開き式・武道始め

江渡聡徳大将軍による鏡開き江渡聡徳大将軍による鏡開き
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増改修工事完了で３年ぶりに開催増改修工事完了で３年ぶりに開催

開会式開会式

　

令
和
４
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
（
主

催
＝
日
本
武
道
館
）
が
、
成
人
の
日
の
１

月
10
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
武
道
館
の
増
改
修
工
事
や
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
関
係
者
、

武
道
修
行
者
な
ど
約
１
３
０
０
名
が
参
集

し
、
鎧よ
ろ

着い
き

初ぞ

め
・
鏡
開
き
式
、
模
範
演
武
、

武
道
始
め（
各
道
稽
古
会
）が
実
施
さ
れ
、

併
せ
て
武
道
功
労
者
・
優
良
団
体
の
表
彰

も
行
わ
れ
た
（
表
彰
式
は
３
年
ぶ
り
、
表

彰
は
２
年
ぶ
り
の
実
施
）。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し

て
、
観
客
の
マ
ス
ク
着
用
、
会
場
の
こ
ま

め
な
消
毒
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

鏡
開
き
・
武
道
始
め
は
定
刻
の
正
午
よ

り
大
太
鼓
の
合
図
で
始
ま
っ
た
。

　

吉よ
し

川か
わ

英ひ
で

夫お

日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局

長
が
開
会
宣
言
を
行
っ
た
あ
と
、
国
家
清

聴
（
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
従
来
の
斉
唱
か

ら
変
更
）
に
続
き
、
高こ
う

村む
ら

正ま
さ

彦ひ
こ

日
本
武
道

館
会
長
が
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
昨
年
の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
日

本
武
道
館
で
は
柔
道
と
空
手
道
競
技
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
武
道
家
に
よ
る

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
様
子
は
テ

吉川英夫日本武道館理事・事務局長高村正彦日本武道館会長串田俊巳スポーツ庁次長

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
全
世

界
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
武
道
は

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
、
技
術
を
修
練

す
る
中
で
心
と
体
を
鍛
え
る
、
日
本
が
誇

る
伝
統
的
運
動
文
化
で
す
。
武
道
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
ま
す
」

　

続
い
て
串く
し

田だ

俊と
し

巳み

ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

「
武
道
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
と
言

わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
自
ら

を
律
し
、
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う

こ
と
、
豊
か
な
人
格
を
形
成
す
る
世
界
に

誇
る
我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
武
道
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
中
学
校
の
保
健
体
育
で
武
道
の

授
業
が
必
修
化
さ
れ
て
10
年
が
経た

ち
ま
し

た
。
近
年
、
完
全
実
施
さ
れ
ま
し
た
新
し

い
学
習
指
導
要
領
で
は
我
が
国
の
伝
統
と

文
化
の
理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
多
様
な

武
道
に
取
り
組
み
や
す
く
す
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
を
考
案
し
ま
し
た
。
我
が

国
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
武
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
一
層
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

 

開
会
式
・
表
彰
式
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高村会長（１列目中央）と表彰された令和３年度の武道功労者（１列目）と武道優良団体（２列目）高村会長（１列目中央）と表彰された令和３年度の武道功労者（１列目）と武道優良団体（２列目）

三献の儀

誓いの言葉の奉読

た
く
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
柔
道
と
空
手
道

が
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
国

民
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
主
催
の
歓

迎
行
事
に
お
き
ま
し
て
は
世
界
各
国
の
ス

ポ
ー
ツ
大
臣
の
前
で
我
が
国
発
祥
の
伝
統

文
化
の
魅
力
が
世
界
に
発
信
さ
れ
武
道
が

さ
ら
に
普
及
・
発
展
し
て
い
く
一
因
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
鎧
着
初
め
を
は
じ
め
と
し
て
鏡

開
き
式
・
模
範
演
武
・
武
道
始
め
が
我
が

国
の
伝
統
を
継
承
す
る
観
点
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
が
今
年
一
年
の
我

が
国
に
お
け
ま
す
武
道
の
振
興
の
一
助
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
」

　

開
会
式
終
了
後
に
は
日
本
武
道
協
議
会

に
よ
る
武
道
功
労
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

武
道
功
労
者
10
名
、
武
道
優
良
団
体
９
団

体
に
対
し
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
協
議
会

会
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
功
労
者

の
名
前
が
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
日
本
武

道
館
１
階
北
口
ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら
れ
、
そ

の
功
績
が
顕
彰
さ
れ
た
。

　

鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
は
、
武
道
功
労

章
を
受
章
し
た
江
渡
聡
徳
日
本
武
道
館
常

任
理
事
が
大
将
軍
を
務
め
、
副
将
軍
は
南
み
な
み

和か
ず

文ふ
み

日
本
相
撲
連
盟
会
長
、
西に
し

岡お
か

文ふ
み

夫お

日

本
甲か
っ

冑ち
ゅ
う武

具
研
究
保
存
会
副
会
長
が
務
め

た
。

　

鎧
着
初
め
で
は
、
前
軍
と
後
軍
の
侍
大

将
が
大
将
軍
の
前
で
着
ち
ゃ
く

到と
う

状じ
ょ
うを

読
み
上

げ
、出
陣
・
凱が
い

旋せ
ん

時
に
行
う
「
三さ
ん

献こ
ん

の
儀
」

が
行
わ
れ
た
。
大
将
軍
が
神
前
で
「
誓
い

の
言
葉
」
を
奉
読
し
、
武
道
精
神
を
発
揮

し
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
難
を
乗
り
越

え
、
世
界
平
和
の
実
現
と
国
家
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
鏡
開
き

式
で
は
、
江
渡
大
将
軍
が
掛
け
矢
で
力
強

く
鏡
開
き
を
行
い
、
続
け
て
副
将
軍
２
名

が
酒
樽
の
鏡
板
を
木き

槌づ
ち

で
打
ち
割
る
と
会

場
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

帰
陣
後
、
大
将
軍
・
副
将
軍
が
兜
を
着

用
す
る
と
、
甲
冑
武
者
全
員
が
起
立
。
出

陣
に
先
立
ち
、
大
将
軍
の
「
え
い
！　

え

い
！
」
の
力
強
い
掛
け
声
に
続
き
、
一
同

が
「
お
う
！
」
と
応
じ
て
鬨と
き

の
声
を
上
げ

た
。
最
後
に
前
軍
か
ら
順
に
勇
ま
し
く
進

発
し
、
場
内
を
悠
然
と
２
周
し
た
。

 

鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式

【
武
道
功
労
者
】

▽
柔　

道
＝
北き
た　

哲て
つ

郎ろ
う

（
鹿
児
島
）

▽
剣　

道
＝
加か

藤と
う

浩こ
う

二じ

（
東
京
）　

▽
弓　

道
＝
宇う

佐さ

美み

義よ
し

光み
つ

（
愛
知
）

▽
相　

撲
＝
桑く
わ

森も
り

真ま
さ

介す
け

（
東
京
）

▽
空
手
道
＝
日く
さ

下か

修し
ゅ

次う
じ

（
東
京
）

▽
合
気
道
＝
尾お

﨑ざ
き　

晌
し
ょ
う

（
東
京
）

▽
少
林
寺
拳
法
＝
秋あ
き

吉よ
し

好よ
し

美み

（
東
京
）

▽
な
ぎ
な
た
＝
佐さ

藤と
う

浩こ
う

市い
ち

（
長
野
）

▽
銃
剣
道
＝
津つ

田だ

昌ま
さ

泰や
す

（
兵
庫
）

▽
日
本
武
道
館
＝
江え

渡と

聡あ
き

徳の
り

（
青
森
）

【
武
道
優
良
団
体
】

▽
柔　

道
＝
了
德
寺
大
学
柔
道
部

▽
剣　

道
＝
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
剣
道
連
盟

▽
弓　

道
＝
品
川
区
弓
道
連
盟

▽
相　

撲
＝
東
日
本
学
生
相
撲
連
盟

▽
空
手
道
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
関
東
地
区
協
議
会

▽
合
気
道
＝
京
都
府
合
気
道
連
盟

▽
少
林
寺
拳
法
＝
東
京
都
少
林
寺
拳
法
連
盟

▽
な
ぎ
な
た
＝
三
重
県
な
ぎ
な
た
連
盟

▽
銃
剣
道
＝
日
本
航
空
高
等
学
校
石
川
銃
剣
道
部

※
武
道
功
労
者
に
よ
る
寄
稿
文
は
12
〜
31
㌻

に
、
武
道
優
良
団
体
の
紹
介
文
は
146
・
147
㌻

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。



159159 月刊「武道」　2022．2月刊「武道」　2022．2

三献の儀着到状の読み上げ

南副将軍（右）と西岡副将軍（左）による鏡割り南副将軍（右）と西岡副将軍（左）による鏡割り 誓いの言葉の奉読

江渡大将軍をはじめとする全軍が場内を行進した

  
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式

鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
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大
将
軍
役
を
務
め
て

大
将
軍
役
を
務
め
て

◎
大
将
軍

　

江
渡
聡
徳
日
本
武
道
館
常
任
理
事

　

︱
︱
本
式
に
臨
ん
で
の
お
気
持
ち
は
？

「
鏡
開
き
式
の
開
催
が
３
年
ぶ
り
と
い
う

中
で
自
分
が
大
将
軍
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
本
式
典
は
武
道
を
振
興

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。特
に
武
道
で
一
番
大
切
な『
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
』
と
い
う
思
い
を

改
め
て
皆
様
が
認
識
す
る
日
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」

　

︱
︱
本
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
し
て
い

き
た
い
で
し
ょ
う
か
？

「
令
和
４
年
は
本
当
の
意
味
で
の
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
武
道
は
中
学

校
の
保
健
体
育
の
授
業
で
必
修
化
さ
れ
て

10
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
武
道
が
ま
す
ま
す
義
務
教
育
の
中
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
さ
ら
に
は
世
界
に
根

付
い
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
」

　

︱
︱
今
日
の
稽
古
会
の
参
加
者
に
ひ
と

言
お
願
い
し
ま
す
。

「
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！　

私

も
小
学
生
の
頃
に
剣
道
を
始
め
、
大
学
で

空
手
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
に
か
く

武
道
に
親
し
ん
で
い
く
。
そ
し
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
武
道

は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

◎
副
将
軍

　

南
和
文
日
本
相
撲
連
盟
会
長

　

︱
︱
本
式
に
臨
ん
で
の
お
気
持
ち
は
？

「
本
日
、
鎧
を
着
せ
て
い
た
だ
い
て
、
単

に
羽
織
る
・
被か
ぶ

る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
多
く
の
人
の
手
や
知
恵
が
加
わ
っ
て

出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
日

本
の
文
化
の
す
ご
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
式
典
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
く

よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
本
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
し
て
い

き
た
い
で
し
ょ
う
か
？

「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
各
種
大
会
が
思
う
よ

う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
な

る
べ
く
大
会
数
を
増
や
し
て
日
頃
鍛
錬
し

て
い
る
学
生
・
生
徒
諸
君
の
技
量
を
発
表

す
る
場
所
と
し
て
開
催
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
女
子
相

撲
の
普
及
活
動
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

　

︱
︱
中
学
校
武
道
必
修
化
の
お
考
え
は
？

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
や
指
導
者
の
講

習
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。
授
業
で
相
撲
を

実
施
す
る
に
は
安
心
・
安
全
が
重
要
に
な

る
の
で
、
指
導
方
法
な
ど
、
し
っ
か
り
と

吟
味
し
て
ま
い
り
ま
す
。
競
技
人
口
に
関

し
て
は
中
学
生
以
降
学
年
が
上
が
る
ご
と

に
減
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
の

で
、
２
０
２
２
年
は
も
っ
と
相
撲
の
良

さ
・
楽
し
さ
を
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
子
ど
も
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
相
撲
を
普
及
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

  

副
将
軍
役
を
務
め
て

副
将
軍
役
を
務
め
て
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各
道
模
範
演
武

各
道
模
範
演
武

臼井日出男日本武道館理事長

弓　道

銃剣道 柔　道

　

模
範
演
武
に
先
立
ち
、
臼う
す

井い

日ひ

出で

男お

日

本
武
道
館
理
事
長
が
「
各
道
を
代
表
す
る

皆
様
に
は
武
道
の
真
髄
を
存
分
に
ご
披
露

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
武
道
関
係

者
の
皆
様
方
に
と
っ
て
充
実
し
た
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　

演
武
は
弓
道
の
「
一
つ
的
坐ざ

射し
ゃ

礼れ
い

」
に

始
ま
り
、
柔
道
の
「
古
式
の
形
」、
銃
剣

道
の
「
銃
剣
道
の
形
・
応
用
技
・
試
合
」、

合
気
道
の
「
基
本
技
・
応
用
技
・
自
由

技
」、
な
ぎ
な
た
の
「
全
日
本
な
ぎ
な
た

の
形
」、
相
撲
の
「
基
本
動
作
と
技
・
決

ま
り
手
の
説
明
」、
少
林
寺
拳
法
の
男
子
・

女
子
・
男
子
団
体
の
組
演
武
」、
空
手
道

の「
ウ
ン
ス
ー
」、剣
道
の「
日
本
剣
道
形
」

が
披
露
さ
れ
た
。
場
内
か
ら
は
演
武
が
終

了
す
る
た
び
に
演
武
者
へ
拍
手
が
送
ら
れ

た
。

　

終
了
後
に
は
武
道
始
め
（
各
道
稽
古

会
）
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、
２
部
に
分
か
れ

て
実
施
さ
れ
た
。
第
１
部
で
は
柔
道
・
相

撲
・
剣
道
・
銃
剣
道
を
、
第
２
部
で
は
合

気
道
・
少
林
寺
拳
法
・
空
手
道
・
な
ぎ
な

た
の
稽
古
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
限

ら
れ
た
時
間
な
が
ら
も
一
所
懸
命
稽
古
に

励
み
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
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ニュース　鏡開き式・武道始め

合気道なぎなた

相　撲少林寺拳法

空手道

剣　道

▼
演
武
者
（
演
武
順
）

・
弓　

道
＝
石
川
嵩
錬
士
六
段
、
村
川
春
圭
錬
士
六
段
、
鹿
野
伸
一
教
士
七
段

・
柔　

道
＝
掛
札
均
八
段
、
小
池
健
三
六
段

・�

銃
剣
道
＝
中
島
克
直
教
士
八
段
、
齋
藤
慎
一
教
士
七
段
、
黒
木
聖
人
教
士
七
段
、

平
嶋
大
地
錬
士
六
段
、
倉
園
大
史
三
段
、
坂
元
誠
教
士
七
段
、
小
倉
弘
之
教
士

七
段
、
西
村
健
一
教
士
七
段
、
佐
藤
岳
錬
士
七
段
、
鈴
木
孝
信
錬
士
七
段

・�

合
気
道
＝
入
江
嘉
信
七
段
、鈴
木
俊
雄
六
段
、小
山
雄
二
六
段
、日
野
皓
正
六
段
、

松
村
光
四
段
、
桑
原
将
太
四
段
、
有
馬
隼
人
参
段

・
な
ぎ
な
た
＝
髙
橋
登
子
教
士
、
福
岡
知
子
教
士

・�

相　

撲
＝
黒
川
宏
次
朗
四
段
、
斉
藤
誠
参
段
、
水
間
龍
弐
段
、
ラ
グ
チ
ャ
ー
・

ジ
ャ
ミ
ン
ト
ク
ト
ホ
参
段
、
松
田
隆
志
弐
段

・�

少
林
寺
拳
法
＝
初
芝
光
貴
少
拳
士
参
段
、
小
林
伽
唯
吏
少
拳
士
参
段
、
天
野
瑛

斗
少
拳
士
参
段
、
長
坂
將
希
少
拳
士
参
段
、
安
藤
琥
斗
輝
参
段
、
鈴
木
出
海
少

拳
士
参
段
、
広
川
弘
揮
参
段
、
市
川
晴
喜
参
段
、
中
田
瀬
里
菜
一
級
、
髙
橋
万

和
一
級

・
空
手
道
＝
菊
地
凌
之
輔
三
段
、
岡
本
拳
三
段
、
北
澤
以
進
三
段

・
剣　

道
＝
豊
村
東
盛
範
士
八
段
、
栗
田
和
市
郎
範
士
八
段
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武
道
始
め
（
稽
古
会
）

武
道
始
め
（
稽
古
会
）
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ニュース　全日本空手道選手権大会

　

天
皇
盃
・
皇
后
盃
第
49
回
全
日
本
空
手

道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道

連
盟
）
が
昨
年
12
月
12
日
、
日
本
武
道
館

で
開
催
さ
れ
、
男
女
に
よ
る
組
手
・
形
競

技
の
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

男
子
形
は
喜き

友ゆ

名な
り

諒ょ
う

（
前
年
度
優
勝
・

劉
衛
流
龍
鳳
会
）
が
前
人
未
到
の
10
連
覇

を
達
成
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選

手
権
に
続
く
同
一
年
で
の
３
冠
の
偉
業
を

成
し
遂
げ
た
。女
子
形
は
大お
お

野の

ひ
か
る（
前

年
度
優
勝
・
大
分
市
消
防
局
）
が
前
年
に

引
き
続
き
優
勝
し
た
。

　

男
子
組
手
は
崎さ
き

山や
ま

優ゆ
う

成せ
い

（
前
年
度
優

勝
・
近
畿
大
工
学
部
４
年
）
が
鈴す
ず

木き

晃こ
う

成せ
い

（
福
島
・
帝
京
大
３
年
）
を
２
―
１
で
破

り
２
連
覇
。
女
子
組
手
は
齊さ
い

藤と
う

綾あ
や

夏か

（
山

口
・
エ
ー
ジ
ー
ピ
ー
）
が
澤さ
わ

江え

優ゆ

月づ
き

（
前

年
度
優
勝
・
帝
京
大
３
年
）
を
２
―
２
の

同
点
な
が
ら
先
取
（
先
に
ポ
イ
ン
ト
を
獲

得
）
で
勝
利
し
、
２
年
ぶ
り
2
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。

◇

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
大
会

で
は
入
館
時
の
検
温
、
体
温
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
の
提
出
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の

消
毒
な
ど
を
徹
底
。
組
手
競
技
で
は
、
メ

ン
ホ
ー
（
顔
面
防
具
）
の
着
用
を
義
務
付

け
た
。

喜友名諒  前人未到の 10 連覇喜友名諒  前人未到の 10 連覇
五輪、世界選手権と合わせ３冠達成五輪、世界選手権と合わせ３冠達成

第 49 回全日本空手道選手権大会第 49 回全日本空手道選手権大会
天皇盃・皇后盃天皇盃・皇后盃
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本
大
会
で
過
去
５
回
優
勝
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
75
㌔
超
級
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
荒あ
ら

賀が

龍り
ゅ

太う
た

郎ろ
う

、
同
75
㌔
以
下
級
代

表
の
西に
し

村む
ら

拳け
ん

が
欠
場
と
な
っ
た
が
、
同
67

㌔
以
下
級
代
表
の
佐さ

合ご
う

尚な
お

人と

、
前
年
度
優

勝
の
崎
山
優
成
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た

世
界
大
会
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
中な
か

野の

壮そ
う

一い
ち

朗ろ
う

、
森も
り

優ゆ
う

太た

な
ど
57
名
（
う
ち
２
名

棄
権
）
が
出
場
し
た
。

◇
ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
年
度
優
勝
の
崎
山
は
、
初
戦
と
な
る

２
回
戦
で
高
校
総
体
優
勝
の
南み
な

元み
げ

希ん
き

（
高

体
連
・
浪
速
高
３
年
）
に
５
―
０
で
、
３

回
戦
で
久く

保ぼ

悠ゆ
う

大だ
い

（
岐
阜
・
西
濃
運
輸
）

に
１
―
０
で
勝
利
。
準
々
決
勝
は
山
や
ま
も

本と
き

匡ょ
う

悟ご

（
学
連
・
帝
京
大
４
年
）
と
対
戦
し
、

５
―
３
で
勝
利
し
、
順
調
に
準
決
勝
に
勝

ち
進
ん
だ
。

◇
ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
年
度
ベ
ス
ト
８
の
芝し
ば

本も
と

航こ
う

矢や

（
東

京
・
順
道
館
）
が
初
戦
、
２
回
戦
と
順
調

に
勝
ち
進
む
。
３
回
戦
は
前
年
３
位
の
北き
た

代し
ろ

涼り
ょ

馬う
ま

（
福
岡
・
近
大
工
１
年
）
を
破
っ

た
梶か
じ

原わ
ら

龍た
つ

斗と
（
香
川
・
京
都
産
業
大
４
年
）

に
２
―
２
な
が
ら
先
取
で
勝
利
。
準
々
決

勝
は
小お

川が
わ

竜た
つ

輝き

（
新
潟
・
帝
京
大
４
年
）

と
対
戦
、
終
盤
に
上
段
突
き
、
中
段
突
き

を
決
め
て
３
―
１
で
勝
利
を
収
め
、
準
決

勝
へ
駒
を
進
め
た
。

◇
ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
67
㌔
以
下
級
代
表

の
佐
合
（
全
空
連
推
薦
・
高
栄
警
備
保

障
）、
世
界
選
手
権
84
㌔
超
級
代
表
の
安あ
ん

藤ど
う

大だ
い

騎き

（
全
実
連
・
エ
イ
ム
）
が
有
力
視

さ
れ
て
い
た
が
、
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
中な
か

野の

大ひ
ろ

輝き

（
三
重
・
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）。

３
回
戦
で
安
藤
を
破
っ
た
小こ

崎ざ
き

友ゆ
う

碁ご

（
大

阪
・
近
大
４
年
）
に
２
―
０
で
勝
つ
と
、

準
々
決
勝
で
は
佐
合
を
破
っ
た
平ひ
ら

田た
き

京ょ
う

（
福
井
・
東
洋
大
２
年
）
に
１
―
０
で
勝

ち
、
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

◇
ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

　

世
界
選
手
権
84
㌔
以
下
級
３
位
の
森

（
全
空
連
推
薦
・
豊
鉄
筋
）
と
同
67
㌔
以

下
級
３
位
の
中
野
（
京
都
・
イ
ー
・
ギ
ャ

ラ
ン
テ
ィ
）
の
対
戦
と
な
っ
た
３
回
戦

は
、
残
り
32
秒
で
中
野
の
中
段
蹴
り
に
森

が
上
段
突
き
を
合
わ
せ
て
先
制
点
を
あ
げ

る
。
中
野
は
そ
の
後
も
攻
め
続
け
る
が
森

は
う
ま
く
攻
撃
を
さ
ば
い
て
１
―
０
で
勝

利
し
た
。
森
が
こ
の
ま
ま
勝
ち
上
が
る
か

と
思
わ
れ
た
が
、
準
々
決
勝
で
鈴す
ず

木き

晃こ
う

成せ
い

（
福
島
・
帝
京
大
３
年
）
が
森
の
動
き
を

し
っ
か
り
見
て
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を

重
ね
、
３
―
０
で
勝
利
。
鈴
木
が
準
決
勝

に
進
出
し
た
。

　　

組
手
競
技

　

試
合
は
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
競
技
規

定
に
則
り
、
各
都
道
府
県
な
ら
び
に
競
技

団
体
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表
選
手
、
全
空

連
推
薦
選
手
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
３
分
間
で
、

８
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
つ
い
た
時
点
で
終

了
。
同
点
の
場
合
は
「
先
取
」
の
得
点
が

あ
る
方
を
勝
者
と
し
、「
先
取
」
が
な
い

場
合
は
審
判
の
旗
判
定
に
よ
り
、
勝
敗
を

決
し
た
。

　

準
決
勝
以
降
の
試
合
で
は
、
技
が
ポ
イ

ン
ト
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
監
督

の
要
求
で
ビ
デ
オ
判
定
を
行
う
「
ビ
デ
オ

レ
ビ
ュ
ー
（
V
R
）」
を
採
用
し
た
。

　

■
男
子
（
出
場
57
名
）

初戦の南戦で上段蹴りを繰り出す崎山（右）初戦の南戦で上段蹴りを繰り出す崎山（右）

　

１
回
戦
〜
準
々
決
勝
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ニュース　全日本空手道選手権大会

　

崎
山
優
成　

５ 

― 

１　

芝
本
航
矢

　

王
者
崎
山
と
初
め
て
準
決
勝
に
進
出
し

た
芝
本
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

両
者
慎
重
な
立
ち
上
が
り
と
な
る
が
開

始
１
分
、
崎
山
が
刻
み
突
き
か
ら
逆
突
き

へ
の
ワ
ン
ツ
ー
を
決
め
て
先
制
す
る
。
対

す
る
芝
本
も
そ
の
直
後
、
上
段
突
き
で
間

合
い
が
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
下
が
り
な

が
ら
上
段
へ
逆
突
き
を
決
め
て
同
点
に
追

い
つ
く
。
逆
転
を
狙
う
芝
本
は
な
お
も
積

極
的
に
前
に
出
る
が
、
崎
山
は
冷
静
に
対

処
す
る
。
そ
し
て
残
り
25
秒
、
崎
山
は
前

に
出
て
く
る
芝
本
を
倒
し
て
上
段
突
き
を

決
め
、
一
気
に
リ
ー
ド
を
４
―
１
に
広
げ

る
。
な
ん
と
か
反
撃
し
た
い
芝
本
だ
が
、

崎
山
は
さ
ら
に
上
段
へ
の
刻
み
突
き
を
決

め
、
５
―
１
で
勝
利
。
盤
石
の
戦
い
で
決

勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　

鈴
木
晃
成　

６ 

― 

４　

中
野
大
輝

　

中
野
と
鈴
木
、
と
も
に
初
の
決
勝
進
出

を
か
け
て
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

試
合
序
盤
、
中
野
が
上
段
突
き
、
中
段

蹴
り
を
決
め
て
４
―
０
と
リ
ー
ド
す
る
。

し
か
し
鈴
木
は
残
り
30
秒
を
切
っ
て
か
ら

上
段
突
き
を
立
て
続
け
に
決
め
て
３
―
４

と
追
い
上
げ
る
。
そ
し
て
残
り
10
秒
、
中

段
横
蹴
り
を
決
め
、
５
―
４
と
逆
転
に
成

功
に
す
る
。
鈴
木
は
残
り
２
秒
で
さ
ら
に

上
段
突
き
を
決
め
る
。

　

最
終
ス
コ
ア
６
―
４
、
最
後
ま
で
勝
負

を
諦
め
ず
、「
真
向
勝
負
」
を
貫
い
た
鈴

木
が
見
事
な
逆
転
勝
利
を
収
め
、
初
の
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

５ポイント目の上段突きを決める崎山（左）５ポイント目の上段突きを決める崎山（左）

倒してから上段突きを決める崎山（右）倒してから上段突きを決める崎山（右）

残り 10秒、逆転の中段横蹴りを決める鈴木（右）残り 10秒、逆転の中段横蹴りを決める鈴木（右）

　

準
決
勝
①

　

準
決
勝
②

残り２秒で上段突きを決める鈴木（右）残り２秒で上段突きを決める鈴木（右）
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崎
山
優
成　

２ 

― 

１　

鈴
木
晃
成

　

２
連
覇
を
狙
う
崎
山
と
初
優
勝
を
目
指

す
鈴
木
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
所
属
の
大

学
生
同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

開
始
40
秒
、
鈴
木
が
思
い
切
っ
て
前
に

出
て
上
段
突
き
を
繰
り
出
す
。
し
か
し
惜

し
く
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
ら
ず
、
Ｖ
Ｒ
を
要

求
す
る
も
認
め
ら
れ
な
い
。
対
す
る
崎
山

も
開
始
１
分
、
上
段
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
放

つ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。
崎
山
も
Ｖ

Ｒ
を
要
求
す
る
が
こ
れ
も
認
め
ら
れ
ず
、

互
い
に
Ｖ
Ｒ
の
権
利
を
序
盤
で
失
っ
た
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
１
分
40
秒
過
ぎ
、

崎
山
が
均
衡
を
破
る
上
段
突
き
を
決
め
、

待
望
の
先
制
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
。
し
か
し

そ
の
直
後
、
鈴
木
は
前
足
を
軸
に
体
を
切

り
返
し
て
裏
拳
を
上
段
に
打
ち
込
み
、
す

ぐ
さ
ま
同
点
に
追
い
つ
く
。
鈴
木
は
さ
ら

に
前
に
出
る
が
、
崎
山
は
ポ
イ
ン
ト
を
許

さ
な
い
。
そ
し
て
試
合
時
間
残
り
５
秒
、

崎
山
は
鈴
木
の
足
払
い
を
か
わ
す
と
、
鈴

木
の
体
勢
を
崩
し
落
ち
着
い
て
上
段
突
き

を
決
め
、
勝
利
を
決
定
づ
け
る
。
崎
山
は

最
後
ま
で
集
中
し
て
鈴
木
に
ポ
イ
ン
ト
を

許
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
２
―
１
で
勝
利
。
２

連
覇
を
達
成
し
た
。

　
（
昨
年
）
11
月
の
全
日
本
大
学
選
手

権
大
会
は
自
分
の
せ
い
で
負
け
て
し
ま

い
、
す
ご
く
情
け
な
い
思
い
を
し
ま
し

た
が
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

下し
も

花は
な

近
大
工
学
部
Ｏ
Ｂ
会
長
、
松
元
監

督
、
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
、
後
輩
た
ち
と
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
こ

ら
れ
た
の
で
、
優
勝
し
た
瞬
間
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

　
（
今
大
会
は
）
蹴
り
技
が
決
ま
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
が
、
蹴
り
を
出
す
こ
と

で
突
き
が
決
ま
っ
た
と
思
う
の
で
、
結

果
的
に
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
（
２
０
２
２
年
）
か
ら
は
社
会

人
に
な
る
の
で
、
新
し
い
環
境
の
中
で

も
３
連
覇
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

崎山優成選手崎山優成選手
（前年度優勝・近大工）（前年度優勝・近大工）

先制の上段突きを決める崎山（右）先制の上段突きを決める崎山（右）

　

決
勝
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前
年
度
優
勝
の
澤
江
優
月
、
一
昨
年
度

優
勝
の
齊
藤
綾
夏
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

54
㌔
以
下
級
代
表
で
世
界
選
手
権
50
㌔
以

下
級
２
連
覇
の
宮み
や

原は
ら

美み

穂ほ

（
福
岡
・
帝
京

大
職
）
な
ど
56
名
（
う
ち
２
名
棄
権
）
が

出
場
し
た
。

◇
ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

澤
江
は
２
回
戦
か
ら
登
場
。
帝
京
大
の

先
輩
、
森も
り

口ぐ
ち

彩あ
や

美み

（
兵
庫
・
エ
ー
ジ
ー
ピ

ー
）
に
序
盤
リ
ー
ド
を
許
す
が
森
口
の
反

則
に
よ
り
８
―
０
で
勝
利
。
続
く
３
回
戦

も
同
大
学
の
先
輩
で
あ
る
遠え
ん

藤ど
う

千ち

夏な
つ

（
茨

城
・
光
明
学
園
相
模
原
高
職
）
に
６
―
０

で
勝
利
し
、
先
輩
２
人
を
破
る
。
準
々
決

勝
は
小こ

堂ど
う

利り

奈な

（
学
連
・
京
産
大
１
年
）

に
５
―
０
で
勝
利
し
、
危
な
げ
な
く
準
決

勝
に
駒
を
進
め
た
。

◇
ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
、
高
校
生
な
が
ら
３
位
入
賞
を
果

た
し
た
釜か
ま

つ
ば
さ
（
香
川
・
高
松
中
央
高

３
年
）
は
３
回
戦
で
世
界
選
手
権
団
体
メ

ン
バ
ー
の
嶋し
ま

田だ

さ
ら
ら
（
千
葉
・
国
士
舘

大
２
年
）
と
対
戦
。
嶋
田
を
５
―
２
で
退

　

■
女
子
（
出
場
56
名
）

け
る
と
、
準
々
決
勝
は
岡お
か

崎ざ
き

愛あ
い

佳か

（
全
空

連
推
薦
・
近
大
２
年
）
と
対
戦
。
釜
が
３

―
１
で
勝
利
を
収
め
、
２
年
連
続
の
準
決

勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

◇
ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　

一
昨
年
度
優
勝
の
齊
藤
は
２
回
戦
で
菊き
く

池ち

瑞み
ず

稀き

（
全
実
連
・
シ
モ
ハ
ナ
物
流
）
を

３
―
０
で
退
け
る
と
、
３
回
戦
で
宮
原
と

対
戦
。
齊
藤
は
宮
原
の
ス
ピ
ー
ド
を
封

じ
、２
―
０
で
勝
利
を
収
め
る
。続
く
準
々

決
勝
で
は
堤
つ
つ
み
さ
ら
（
愛
知
・
国
士
舘
大
１

年
）
に
４
―
０
で
完
勝
し
、
３
年
連
続
５

度
目
の
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

◇
ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
63
㌔
以
下
級
代
表

の
染そ
め

谷や

真ま

有ゆ

美み

が
不
出
場
と
な
っ
た
Ｄ
ブ

ロ
ッ
ク
。
前
年
準
優
勝
の
島し
ま

愛あ
い

梨り
（
大
阪
・

帝
京
大
３
年
）
が
初
戦
で
敗
れ
る
波
乱
が

あ
り
、
混
戦
と
な
っ
た
。
世
界
選
手
権
団

体
メ
ン
バ
ー
の
杉す
ぎ

本も
と

り
さ
（
山
梨
・
ヒ
ル

ト
ッ
プ
）
が
３
回
戦
で
同
じ
く
同
選
手
権

団
体
メ
ン
バ
ー
の
永な
が

井い

カ
ン
ナ
（
静
岡
・

国
士
舘
大
２
年
）
に
２
―
１
で
競
り
勝
つ

と
、準
々
決
勝
で
は
龍た
つ

野の

美み

咲さ
き
（
高
体
連
・

高
松
中
央
高
３
年
）
を
７
―
３
で
下
し
、

初
め
て
の
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

澤
江
優
月　

５ 

― 

１　

釜
つ
ば
さ

　

２
連
覇
を
目
指
す
澤
江
と
２
年
連
続
で

準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
高
校
３
年
生
釜

の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

開
始
50
秒
過
ぎ
、
両
者
上
段
突
き
を
放

っ
た
直
後
、
澤
江
は
す
ぐ
さ
ま
足
を
か
け

て
釜
を
倒
し
て
突
き
を
決
め
、
３
点
を
先

取
す
る
。
そ
の
後
も
澤
江
は
中
段
突
き
、

上
段
突
き
と
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
る
。
釜
も

１
ポ
イ
ン
ト
返
す
が
、
５
―
１
で
試
合
終

了
。
澤
江
が
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

齊
藤
綾
夏　

４ 

― 

２　

杉
本
り
さ

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
68
㌔
超
級
選
手
同

士
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

両
者
慎
重
な
立
ち
上
が
り
と
な
る
が
、

開
始
30
秒
過
ぎ
、
杉
本
が
上
段
突
き
を
決

め
て
先
制
す
る
。
勢
い
に
乗
り
た
い
杉
本

だ
っ
た
が
こ
こ
で
電
光
掲
示
板
の
故
障
、

取
り
替
え
に
よ
り
試
合
が
中
断
と
な
る
。

　

試
合
再
開
後
、
齊
藤
は
杉
本
の
隙
を
つ

い
て
上
段
突
き
を
決
め
て
同
点
に
追
い
つ

く
と
、
残
り
55
秒
で
上
段
突
き
を
決
め
て

逆
転
す
る
。
そ
の
後
両
者
１
ポ
イ
ン
ト
ず

つ
取
り
合
う
が
、
齊
藤
は
残
り
９
秒
、
さ

ら
に
上
段
突
き
を
決
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
重

ね
る
。
結
局
、
最
終
ス
コ
ア
４
―
２
で
齊

藤
が
勝
利
し
、
２
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を

決
め
た
。

釜を倒して突きを決めた澤江（上）釜を倒して突きを決めた澤江（上）

心技体 人を育てる総合誌

　

準
決
勝
①

　

１
回
戦
〜
準
々
決
勝

　

準
決
勝
②
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齊
藤
綾
夏　

② 

― 

２　

澤
江
優
月　

　
　
　
　
　

  （
先
取
勝
ち
）

　

２
連
覇
を
狙
う
澤
江
と
２
度
目
の
優
勝

を
目
指
す
齊
藤
の
対
戦
。

　

両
者
手
の
内
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
な

か
な
か
間
合
い
に
入
れ
な
い
が
、
１
分
50

秒
す
ぎ
、
齊
藤
が
思
い
切
っ
て
前
に
出

る
。
蹴
り
の
フ
ェ
イ
ン
ト
か
ら
上
段
逆
突

き
を
繰
り
出
す
。
澤
江
も
カ
ウ
ン
タ
ー
の

上
段
突
き
を
出
す
が
ポ
イ
ン
ト
は
齊
藤

に
。
し
か
し
澤
江
は
Ｖ
Ｒ
を
要
求
す
る
と

こ
れ
が
認
め
ら
れ
、
１
―
１
と
な
る
。

両者ほぼ同時に上段突きを繰り出すと旗は齊藤（右）に上がるが、VRで澤江のポイントも認められた両者ほぼ同時に上段突きを繰り出すと旗は齊藤（右）に上がるが、VRで澤江のポイントも認められた

　

２
０
２
1
年
勝
っ
た
り
負
け
た
り

で
、
あ
ま
り
調
子
も
良
く
な
く
、
自
分

の
空
手
を
見
失
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚

に
ず
っ
と
い
て
、
こ
れ
で
大
丈
夫
な
の

か
な
と
悩
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
悩

み
な
が
ら
も
練
習
は
し
っ
か
り
で
き
て

い
た
の
で
、
そ
の
積
み
重
ね
が
こ
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
は
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
今
年

は
挑
戦
者
と
し
て
思
い
っ
き
り
戦
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
互
い
に
良
い
試
合

が
で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
は
基
礎
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
進
化
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

齊藤綾夏選手齊藤綾夏選手
（山口・エージーピー）（山口・エージーピー）

　

決
め
手
の
な
い
ま
ま
試
合
は
進
み
、
残

り
15
秒
を
知
ら
せ
る
ブ
ザ
ー
が
な
る
。
判

定
か
と
思
わ
れ
た
残
り
９
秒
、
齊
藤
は
澤

江
の
上
段
突
き
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ

て
２
―
１
と
し
、
つ
い
に
リ
ー
ド
を
奪

う
。
あ
き
ら
め
な
い
澤
江
は
前
に
出
る
。

そ
し
て
残
り
３
秒
、
得
意
の
中
段
突
き
を

決
め
、
２
―
２
の
同
点
に
追
い
つ
く
。
先

取
の
な
い
澤
江
は
さ
ら
に
前
に
出
る
が
逆

転
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
試
合

終
了
。
最
終
ス
コ
ア
２
―
２
な
が
ら
先
取

で
齊
藤
が
勝
ち
（
同
点
の
場
合
、
先
に
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
方
が
勝
利
）、
２
年

ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

決
勝
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形
競
技

　　

各
地
区
協
議
会
な
ら
び
に
各
競
技
団
体

よ
り
選
出
さ
れ
た
16
名
の
選
手
に
よ
る
演

武
を
審
判
７
名
が
採
点
。
予
選
ラ
ウ
ン
ド

は
選
手
を
二
つ
の
プ
ー
ル
に
分
け
、
指
定

形
を
２
回
演
武
す
る
。
各
プ
ー
ル
の
上
位

４
名
が
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
計
２
プ

ー
ル
）
で
得
意
形
を
演
武
。
各
プ
ー
ル
１

位
の
選
手
２
名
で
決
勝
、
プ
ー
ル
２
位
の

選
手
と
も
う
一
方
の
プ
ー
ル
３
位
の
選
手

で
３
位
決
定
戦
を
行
っ
た
。

　

３
位
決
定
戦
は
在あ
り

本も
と

幸こ
う

司じ

（
全
実
連
・

高
栄
警
備
保
障
）
対
舟ふ
な

田だ
あ

葵お
い

（
学
連
・
帝

京
大
３
年
）、
菊き
く

地ち

凌り
ょ

之う
の

輔す
け

（
全
空
連
推

薦
・
帝
京
大
４
年
）
対
本も
と

一か
ず

将ま
さ

（
関
東
地

区
・
エ
ー
ジ
ー
ピ
ー
）
と
帝
京
大
の
Ｏ
Ｂ

と
学
生
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

決
勝
は
９
連
覇
中
の
喜
友
名
と
初
の
決

勝
進
出
を
果
た
し
た
西に
し

山や
ま

走か
け
る（
九
州
地

区
・
大
分
市
消
防
局
）の
対
戦
と
な
っ
た
。

○
在
本 

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
ダ
イ 

26
・
20
点

　

舟
田 

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ 

25
・
48
点

　

■
男
子
（
出
場
16
名
）

　

菊
地 

パ
ー
プ
ー
レ
ン　
　

 

25
・
66
点

○
本　

 

ガ
ン
カ
ク　
　
　
　

 

26
・
02
点

○
喜
友
名 

ア
ー
ナ
ン　
　
　

 

28
・
48
点

　

西
山　

 

パ
ー
プ
ー
レ
ン　

 

27
・
20
点

　

喜
友
名
は
得
意
の
ア
ー
ナ
ン
を
演
武
。

次
々
に
力
強
い
突
き
、
蹴
り
を
繰
り
出

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
い

た
技
に
一
切
の
乱
れ
は
な
い
。
王
者
の
風

格
が
漂
い
、
観
る
者
を
魅
了
し
た
。
対
す

る
西
山
は
、
初
め
て
の
決
勝
戦
。
や
や
硬

さ
は
見
ら
れ
た
が
得
意
の
パ
ー
プ
ー
レ
ン

を
堂
々
と
演
じ
き
っ
た
。

　

結
果
は
喜
友
名
が
28
・
48
点
、
西
山
が

27
・
20
点
。
喜
友
名
が
格
の
違
い
を
見
せ

つ
け
、前
人
未
到
の
10
連
覇
を
達
成
し
た
。準優勝の西山準優勝の西山

　

今
ま
で
連
覇
を
意
識
し
た
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
佐さ

久く

本も
と

（
嗣つ
ぐ

男お

）
先
生
の

厳
し
い
稽
古
に
つ
い
て
い
き
、
毎
日
の

積
み
重
ね
、
継
続
し
て
一
つ
一
つ
の
大

会
に
集
中
し
て
臨
ん
だ
こ
と
が
こ
こ
ま

で
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
継
続

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
え

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

喜友名諒選手喜友名諒選手
（前年度優勝・劉衛流龍鳳会）（前年度優勝・劉衛流龍鳳会）

た
ら
嬉う
れ

し
い
で
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に
見
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、（
無
観
客

だ
っ
た
の
で
）
今
回
多
く
の
方
々
に
見

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

空
手
の
技
は
稽
古
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

奥
深
さ
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
技
術
を

さ
ら
に
磨
い
て
、
少
し
で
も
佐
久
本
先

生
の
技
術
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
空
手
は

一
生
続
く
の
で
今
後
も
鍛
錬
し
、
自
分

が
先
生
や
先
輩
方
を
見
て
き
た
よ
う

に
、
自
分
の
背
中
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う

な
空
手
家
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
位
決
定
戦

　

決
勝

堂
々
の
演
武
で

堂
々
の
演
武
で
1010
連
覇
と
３
冠
を
達
成
し
た
喜
友
名

連
覇
と
３
冠
を
達
成
し
た
喜
友
名
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○
大
野 

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ 

28
・
02
点

　

大
内 

パ
ー
プ
ー
レ
ン　
　

 

26
・
62
点

　

２
連
覇
を
狙
う
大
野
。
昨
年
の
決
勝
は

得
意
の
パ
ー
プ
ー
レ
ン
を
演
武
し
て
優
勝

を
飾
っ
た
が
、
今
年
は
剛
柔
流
最
高
峰
の

形
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を
演
武
。

安
定
し
た
下
半
身
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
鋭

い
技
、
素
早
い
転
体
と
持
ち
味
を
存
分
に

発
揮
し
た
。
対
す
る
大
内
は
パ
ー
プ
ー
レ

ン
を
演
武
。
終
盤
、
鷺さ
ぎ

足
立
ち
で
少
し
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
キ
レ
の
あ
る
演
武
を

披
露
し
た
。

　

結
果
は
大
野
が
昨
年
の
27
・
42
点
を
上

回
る
28
・
02
点
の
高
得
点
を
出
し
て
２
連

覇
を
達
成
し
た
。

　

３
位
決
定
戦
は
尾お

野の

真ま

歩ほ

（
全
空
連
推

薦
・
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
）
対
清し

水み
ず

那な

月つ
き

（
関

東
地
区
・
１
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、

石い
し

橋ば
し

咲さ

織お
り

（
学
連
・
帝
京
大
４
年
）
対
岩い
わ

本も
と

衣え

美み

里り

（
全
実
連
・
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
な
っ
た
。
決
勝
は
２
連

覇
を
狙
う
大
野
と
初
の
決
勝
進
出
を
果
た

し
た
大お
お

内う
ち

美み

里り

沙さ

（
全
空
連
推
薦
・
同
志

社
大
２
年
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。

○
尾
野 

パ
ー
プ
ー
レ
ン　
　

 

25
・
34
点

　

清
水 

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ 

24
・
74
点

○
石
橋 

ウ
ン
ス
ー　
　
　
　

 

25
・
46
点

　

岩
本 

ア
ー
ナ
ン　
　
　
　

 

25
・
36
点

　

■
女
子
（
出
場
16
名
）

準優勝の大内準優勝の大内

22
連
覇
を
達
成
し
た
大
野

連
覇
を
達
成
し
た
大
野

　

去
年
と
は
違
っ
た
気
持
ち
で
こ
の
大

会
に
臨
ん
だ
の
で
、
２
連
覇
で
き
て
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。
決
勝
は
ス
ー
パ
ー

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

◎
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

大野ひかる選手大野ひかる選手
（前年度優勝・大分消防局）（前年度優勝・大分消防局）

リ
ン
ペ
イ
で
勝
負
し
よ
う
と
師
範
と
約

束
し
て
い
て
、
そ
の
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ

イ
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に

嬉
し
い
で
す
。
今
年
は
自
分
の
目
標
で

あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
家
の
テ
レ
ビ

で
見
ま
し
た
。
不
安
な
毎
日
で
引
退
も

覚
悟
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
ま
た
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
み
を
目
指
し
て
自
分
の
形
を

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
位
決
定
戦

　

決
勝
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ニュース　全日本空手道選手権大会

組手個人戦　男子

崎山　優成（前年度優勝）

南　　元希（高体連）

小部　　翼（佐　賀）

湯原　辰光（茨　城）

橋本　達輝（広　島）

久保　悠大（岐　阜）

高橋　昂輝（栃　木）

髙野　龍成（富　山）

本田　哲也（愛　媛）

大浦　靖矢（奈　良）

江藤　純哉（大　分）

荒川　雅俊（埼　玉）

奥平　匡翁（鹿児島）

山本　匡悟（学　連）

中村虎太郎（大阪府）

川島　賢人（宮　城）

三橋　龍斗（徳　島）

田村　斎喜（沖　縄）

小川　竜輝（新　潟）

太田　真暉（静　岡）

中村　恭平（岡　山）

池澤　　海（千　葉）

村井慶太郎（山　形）

齋藤　　瞭（北海道）

遠藤　祐征（滋　賀）

芝本　航矢（東　京）

梶原　龍斗（香　川）

伊藤　颯輝（神奈川）

北代　涼馬（福　岡）

優　勝

崎
山

　優
成

佐合　尚人（全空連推薦）

立花　彪貴（兵　庫）

畔上　　宙（長　野）

片岡　光基（高　知）

片山　由冴（島　根）

嶋田　力斗（学　連）

平田　　京（福　井）

中野　大輝（三　重）

蝦名　泰征（青　森）

加藤　　拓（秋　田）

齊藤　生人（山　口）

安藤　大騎（全実連）

小崎　友碁（大　阪）

荒木　弘貴（山　梨）

崎山　慶成（全空連推薦）

山内健太郎（長　﨑）

鈴木　晃成（福　島）

花車　泰平（宮　崎）

松浦　　司（愛　知）

亀井　大雅（和歌山）

島　　隼人（岩　手）

中野壮一朗（京　都）

帶屋　亮介（熊　本）

大澤　真吾（群　馬）

池田　　蓮（石　川）

長沼　俊樹（東　京）

須田　和広（鳥　取）

森　　優太（全空連推薦）
　先　＝先取ポイント
　判　＝旗判定
　Ｓ　＝失格
ＫＫ＝棄権

0
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1
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4
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1
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5
0

6
4

1

3

4

1
0

3
1

0
2

4
6

5
1

12

0

0
3

3
1

4
3

1
3

8
0

1
2

1
2

2
4

0
1

2
0

3
2

1
0

6
7

5
3

1
0

1
5

5
4

3
0

0
1

3-2
3-3（判）1（先）

3
3（先）

2
2（先）

2
2（先）

5
5（先）

5-2

5-3
（判）

3
3（先）

2
2（先）

（KK）

（KK）

2
2（先）
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組手個人戦　女子

澤江　優月（前年度優勝）

角　　豊実（三　重）

森口　彩美（兵　庫）

遠藤　千夏（茨　城）

倉井　　凜（新　潟）

矢野　舞莉（愛　媛）

髙橋　栞里（岩　手）

松村　亜来（熊　本）

大橋　ラム（栃　木）

藤平　梨沙（埼　玉）

阿部莉々子（山　形）

天本　菜月（佐　賀）

小堂　利奈（学　連）

森谷心々菜（北海道）

岡﨑　愛佳（全空連推薦）

大室美紗稀（岡　山）

中澤　涼乃（東　京）

伊熊　遥花（岐　阜）

藤田　颯月（青　森）

湯山　紗良（高　知）

加瀬　　玲（長　野）

八頭司　歩（宮　崎）

久　　七海（大　阪）

嶋田さらら（千　葉）

齋藤　　楓（滋　賀）

横山　未香（石　川）

吉田　千笑（鳥　取）

釡　つばさ（香　川）

優　勝

齊
藤

　綾
夏

齊藤　綾夏（山　口）

菊池　瑞希（全実連）

三浦　一葉（宮　城）

笠原万保子（神奈川）

宮原　美穂（福　岡）

久住呂有紀（東　京）

龍野みどり（沖　縄）

林愛　里菜（富　山）

髙木　美緑（奈　良）

堤　　さら（愛　知）

茶屋　綾乃（長　崎）

坂地　　心（学　連）

松田　祐佳（広　島）

谷沢　純香（全空連推薦）

染谷真有美（全空連推薦）

杉本　りさ（山　梨）

成川　　聖（和歌山）

安達　志保（大　分）

尾形　夏音（福　島）

關塚　佳代（群　馬）

永井カンナ（静　岡）

龍野　美咲（高体連）

佐藤　英里（秋　田）

沖田　理奈（鹿児島）

出葉文加里（徳　島）

山内　花菜（福　井）

澤島さくら（京　都）

島　　愛梨（大　阪）
　先　＝先取ポイント
　判　＝旗判定
　Ｓ　＝失格
ＫＫ＝棄権
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0
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0
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0
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2
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0-1

（KK）

0-4（判）
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ニュース　全日本空手道選手権大会

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
１

喜
友
名　

諒
（
前
年
度
優
勝
）
セ
ー
パ
イ

26
・
72
点

１
位

菊
地
凌
之
輔
（
全
空
連
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

25
・
00
点

２
位

在
本　

幸
司
（
全

実

連
）
ジ
オ
ン

24
・
66
点

３
位

下
村　

世
連
（
全
空
連
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

23
・
88
点

４
位

小
崎　

太
碁
（
北
信
越
地
区
）
セ
ー
パ
イ

22
・
68
点

５
位

佐
々
木
瞭
友
（
北
海
道
地
区
）
セ
ー
パ
イ

22
・
38
点

６
位

秋
吉　

優
斗
（
高

体

連
）
セ
ー
パ
イ

21
・
88
点

７
位

橋
本　

昴
樹
（
四
国
地
区
）
セ
ー
パ
イ

21
・
14
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
２

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
セ
ー
パ
イ

26
・
02
点

１
位

本　
　

一
将
（
関
東
地
区
）
ジ
オ
ン

25
・
94
点

２
位

新
馬
場
一
世
（
東
海
地
区
）
セ
ー
パ
イ

24
・
88
点

３
位

舟
田　
　

葵
（
学

連
）
チ
ン
ト
ウ

24
・
20
点

４
位

田
中　

透
也
（
近
畿
地
区
）
セ
ー
パ
イ

23
・
90
点

５
位

金
城　
　

新
（
全
空
連
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

23
・
60
点

６
位

大
畠
虎
太
郎
（
中
国
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

22
・
74
点

７
位

佐
藤　
　

競
（
東
北
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

22
・
74
点

７
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
１

喜
友
名　

諒
（
前
年
度
優
勝
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

26
・
96
点

１
位

★

菊
地
凌
之
輔
（
全
空
連
推
薦
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

25
・
30
点

２
位

★

在
本　

幸
司
（
全

実

連
）
エ
ン
ピ

25
・
00
点

３
位

★

下
村　

世
連
（
全
空
連
推
薦
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

24
・
14
点

４
位

★

小
崎　

太
碁
（
北
信
越
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

22
・
56
点

５
位

佐
々
木
瞭
友
（
北
海
道
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

22
・
39
点

６
位

秋
吉　

優
斗
（
高

体

連
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

21
・
94
点

７
位

橋
本　

昴
樹
（
四
国
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

21
・
17
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
２

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

26
・
18
点

１
位

★

本　
　

一
将
（
関
東
地
区
）
エ
ン
ピ

26
・
17
点

２
位

★

舟
田　
　

葵
（
学

連
）
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー

24
・
66
点

３
位

★

新
馬
場
一
世
（
東
海
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

24
・
51
点

４
位

★

田
中　

透
也
（
近
畿
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

23
・
73
点

５
位

金
城　
　

新
（
全
空
連
推
薦
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

23
・
67
点

６
位

佐
藤　
　

競
（
東
北
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
61
点

７
位

大
畠
虎
太
郎
（
中
国
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
44
点

８
位

形競技　　男子　（★＝上位進出者、□＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

形競技　　女子　（★＝上位進出者、□＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
１

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
セ
ー
パ
イ

25
・
54
点

１
位

尾
野　

真
歩
（
全
空
連
推
薦
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

24
・
40
点

２
位

石
橋　

咲
織
（
学

連
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

23
・
98
点

３
位

宇
海　

水
稀
（
北
信
越
地
区
）
セ
ー
パ
イ

22
・
68
点

４
位

梅
景　
　

唯
（
全
空
連
推
薦
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

22
・
34
点

５
位

北
口　

歌
桜
（
高

体

連
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

21
・
86
点

６
位

齋
藤　

沙
希
（
東
北
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

21
・
28
点

７
位

相
原　

知
歩
（
四
国
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

21
・
08
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
２

大
内
美
里
沙
（
全
空
連
推
薦
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

25
・
28
点

１
位

岩
本
衣
美
里
（
全

実

連
）
セ
ー
パ
イ

25
・
14
点

２
位

清
水　

那
月
（
関
東
地
区
）
セ
ー
パ
イ

24
・
56
点

３
位

森
本　

莉
菜
（
近
畿
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

23
・
40
点

４
位

南
本　

愛
良
（
東
海
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

22
・
40
点

５
位

宇
都
宮
優
佳
（
九
州
地
区
）
セ
ー
パ
イ

22
・
34
点

６
位

三
島　

き
り
（
中
国
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

21
・
86
点

７
位

森
谷
心
々
菜
（
北
海
道
地
区
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

20
・
28
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
１

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

25
・
67
点

１
位

★

尾
野　

真
歩
（
全
空
連
推
薦
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

24
・
77
点

２
位

★

石
橋　

咲
織
（
学

連
）
エ
ン
ピ

24
・
19
点

３
位

★

宇
海　

水
稀
（
北
信
越
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

23
・
31
点

４
位

★

梅
景　
　

唯
（
全
空
連
推
薦
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
43
点

５
位

北
口　

歌
桜
（
高

体

連
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
39
点

６
位

相
原　

知
歩
（
四
国
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

21
・
17
点

７
位

齋
藤　

沙
希
（
東
北
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

21
・
11
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
２

大
内
美
里
沙
（
全
空
連
推
薦
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

25
・
34
点

１
位

★

岩
本
衣
美
里
（
全

実

連
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

25
・
11
点

２
位

★

清
水　

那
月
（
関
東
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

24
・
78
点

３
位

★

森
本　

莉
菜
（
近
畿
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
90
点

４
位

★

宇
都
宮
優
佳
（
九
州
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

22
・
54
点

５
位

三
島　

き
り
（
中
国
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
46
点

６
位

南
本　

愛
良
（
東
海
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
33
点

７
位

森
谷
心
々
菜
（
北
海
道
地
区
）
エ
ン
ピ

20
・
31
点

８
位
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形競技　　男子　（★＝上位進出者、□＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
１

喜
友
名　

諒
（
前
年
度
優
勝
）
パ
イ
ク
ー

27
・
86
点

１
位

★

在
本　

幸
司
（
全

実

連
）
ウ
ン
ス
ー

26
・
14
点

２
位

★

菊
地
凌
之
輔
（
全
空
連
推
薦
）
ア
ー
ナ
ン

25
・
74
点

３
位

★

下
村　

世
連
（
全
空
連
推
薦
）
ア
ー
ナ
ン

24
・
42
点

４
位

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
ー
ル
２

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

27
・
12
点

１
位

★

本　
　

一
将
（
関
東
地
区
）
ウ
ン
ス
ー

26
・
60
点

２
位

★

舟
田　
　

葵
（
学

連
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

25
・
12
点

３
位

★

新
馬
場
一
世
（
東
海
地
区
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

24
・
66
点

４
位

▽
３
位
決
定
戦

在
本　

幸
司
（
全

実

連
）
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
ダ
イ

26
・
20
点

⃞

舟
田　
　

葵
（
学

連
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

25
・
48
点

×

菊
地
凌
之
輔
（
全
空
連
推
薦
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

25
・
66
点

×

本　
　

一
将
（
関
東
地
区
）
ガ
ン
カ
ク

26
・
02
点

⃞

▽
決
勝
戦

喜
友
名　

諒
（
前
年
度
優
勝
）
ア
ー
ナ
ン

28
・
48
点

⃞

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

27
・
20
点

×

形競技　　女子　（★＝上位進出者、□＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
１

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

26
・
46
点

１
位

★

尾
野　

真
歩
（
全
空
連
推
薦
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

25
・
48
点

２
位

★

石
橋　

咲
織
（
学

連
）
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

25
・
06
点

３
位

★

宇
海　

水
稀
（
北
信
越
地
区
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

24
・
34
点

４
位

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
２

大
内
美
里
沙
（
全
空
連
推
薦
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

25
・
60
点

１
位

★

岩
本
衣
美
里
（
全

実

連
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

25
・
28
点

２
位

★

清
水　

那
月
（
関
東
地
区
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

24
・
80
点

３
位

★

森
本　

莉
菜
（
近
畿
地
区
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

23
・
94
点

４
位

▽
３
位
決
定
戦

尾
野　

真
歩
（
全
空
連
推
薦
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

25
・
34
点

⃞

清
水　

那
月
（
関
東
地
区
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

24
・
74
点

×

石
橋　

咲
織
（
学

連
）
ウ
ン
ス
ー

25
・
46
点

⃞

岩
本
衣
美
里
（
全

実

連
）
ア
ー
ナ
ン

25
・
36
点

×

▽
決
勝
戦

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

28
・
02
点

⃞

大
内
美
里
沙
（
全
空
連
推
薦
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

26
・
62
点

×

形で優勝した大野（左）と喜友名

勝ちあがった選手が参加して行われた式典

会場となった日本武道館

組手で優勝した崎山（左）と齊藤
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ニュース　全日本柔道選手権大会

令
和
３
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

太
田
彪
雅
が
悲
願
の
初
優
勝

太
田
彪
雅
が
悲
願
の
初
優
勝

　

男
子
柔
道
の
日
本
一
を
決
め
る
令
和
３

年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
が
昨
年
12
月

26
日
に
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
前
年
に
続

い
て
無
観
客
に
よ
っ
て
講
道
館
（
東
京
都

文
京
区
）
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
主
に
全
国
10
地
区
の
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
43
名
に
よ
っ
て
覇
を
競
っ

た
。
決
勝
は
前
回
と
同
じ
顔
合
わ
せ
の
太お
お

田た

彪ひ
ょ

雅う
が

（
推
薦
・
旭
化
成
）
と
羽は

賀が

龍り
ゅ

之う
の

介す
け（

推
薦
・
旭
化
成
）。太
田
が
延
長
の
末
、

小
外
刈
で
技
有
り
を
奪
い
、
前
回
の
雪
辱

を
果
た
し
、
初
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

　

ベ
ス
ト
４
は
旭
化
成
勢
が
独
占
し
、
実

業
団
と
し
て
重
量
級
の
選
手
層
の
厚
さ
を

見
せ
つ
け
た
。

天皇盃を手にする太田選手天皇盃を手にする太田選手
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小外刈で技有りを奪う太田選手（上）小外刈で技有りを奪う太田選手（上）
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ニュース　全日本柔道選手権大会

　試合は、国際柔道連盟試合審判規定および

全日本柔道選手権大会申しわせ事項で行わ
れた。試合時間は４分とし、時間内に決まら
ない場合は時間無制限の延長に入り、どちら
かにポイントが入った時点で勝敗が決まる
ゴールデンスコア方式で実施された。

　試合終盤、太田（上）の狙いすました内股が鮮やかに決
まって一本勝ち。太田がチームメイトの尾原を降した。

準々決勝❸

　羽賀（手前）は追い込まれながらも、終了直前に得意の
内股で技有りを奪取。羽賀が準決勝に進出した。

準々決勝❶

太田彪雅
（推薦・旭化成）

○内　股
（３分 13秒）

尾原琢仁
（九州・旭化成）

羽賀龍之介
（推薦・旭化成）

内　股
（４分）

香川大吾
（東京・ＡLＳＯＫ）

　延長戦に入り、攻めあぐねる影浦に指導３が与えられ、
垣田（右）が世界チャンピオンを降して勝利を収めた。

準々決勝❷

○反則負け
（５分36秒）

垣田恭兵
（九州・旭化成）

影浦　心
（推薦・日本中央競馬会）

　延長戦の開始直後に王子谷（手前）が思い切って払腰を
放ち、見事な一本。王子谷が準決勝進出を決めた。

準々決勝❹

○払　腰
（４分16秒）

熊代佑輔
（東京・国際武道大教）

王子谷剛志
（東京・旭化成）
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垣田恭兵
（九州・旭化成）

　互いを知る同門対決。延長戦にもつれ込み、羽賀（上）の
隙をついた内股からの小内刈が技有りとなり、決勝に進出。

準決勝❶

羽賀龍之介
（推薦・旭化成）

小内刈
（５分５秒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

準決勝❷

　大学・所属が同門の両者。決め手を欠くものの太田（奥）
が攻め続け王子谷に三つ目の指導が与えられ、太田が勝利。

太田彪雅
（推薦・旭化成）

王子谷剛志
（東京・旭化成）

○反則負け
（５分52秒）

準決勝❷
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ニュース　全日本柔道選手権大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　試合は延長戦にもつれ、疲れた羽賀に太田（上）がタイミ
ング良く小外刈を仕掛けて技有りを奪取し、初優勝した。

決　勝
太田彪雅

（推薦・旭化成）
小外刈

（６分10秒）
羽賀龍之介

（推薦・旭化成）
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―
―
何
度
も
そ
の
悔
し
さ
を
語
っ
た
太
田

選
手
。
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
名
前
で
な
く
、

敗
北
を
喫
し
た
こ
と
の
形
容
で
呼
称
さ
れ

る
悔
し
さ
は
想
像
に
難
し
く
な
い
。
奇く

し

く
も
今
回
の
決
勝
は
、
前
回
同
様
に
羽
賀

選
手
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

「
羽
賀
先
輩
と
は
前
回
以
降
、
自
然
と
乱

取
り
は
や
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。（
決
勝

で
対
戦
す
る
こ
と
と
な
り
）
今
日
は
何
が

何
で
も
勝
つ
と
羽
賀
先
輩
に
挑
み
ま
し

た
。
釣
り
手
は
上
か
ら
持
ち
続
け
て
、
接

近
し
て
相
手
の
技
が
入
っ
た
後ご

の
先せ
ん

に
技

を
出
し
て
い
く
。
勝
つ
に
は
そ
れ
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
前
回
は
組
み
手

が
甘
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
投
げ
ら
れ
た
の

で
、
今
回
は
、
絶
対
に
下
が
ら
な
い
で
引

き
締
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
勝
因
だ
と
思
い

ま
す
。
や
っ
と
報
わ
れ
ま
し
た
。
本
当
に

嬉う
れ

し
い
で
す
」

―
―
画
面
越
し
に
も
そ
の
嬉
し
さ
は
に
じ

み
出
て
い
た
。
１
年
間
の
苦
汁
。
そ
し

て
、
２
０
２
４
年
パ
リ
五
輪
出
場
の
た
め

に
は
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
敬
愛
す
る

先
輩
。
太
田
選
手
は
執
念
で
大
き
な
壁
を

越
え
た
。
で
は
、
競
り
勝
つ
こ
と
が
で
き

た
秘
訣
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

■
垣
間
見
た
五
輪
覇
者
の
稽
古
法

「
21
年
11
月
、
天
理
大
学
で
の
稽
古
の
機

会
を
得
ま
し
て
、
そ
こ
で
東
京
五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
大
野
将
平
選
手
（
73
㌔
級
）

と
永
瀬
貴
規
選
手
（
81
㌔
級
）
の
稽
古
を

拝
見
し
ま
し
た
。
２
人
と
も
稽
古
中
、
全

く
休
ま
な
い
ん
で
す
。
ず
っ
と
乱
取
り
稽

古
を
行
う
。
そ
の
姿
を
見
て
、
強
く
な
る

た
め
に
は
自
分
も
見
習
わ
な
き
ゃ
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
そ
れ
か
ら
1
週
間
、
太
田
選
手
は
乱

取
り
を
一
日
も
欠
か
さ
ず
、
休
憩
せ
ず
に

行
っ
た
。あ
る
日
は
18
本
、１
時
間
以
上
行

雪
辱
を
果
た
し
初
の
栄
冠

太田彪雅（おおた・ひょうが）太田彪雅（おおた・ひょうが）

■
決
意
を
持
っ
て
臨
ん
だ
１
年

―
―
前
回
の
全
日
本
選
手
権
大
会
・
決
勝

で
羽
賀
選
手
に
挑
ん
だ
太
田
選
手
。
そ
の

時
は
延
長
戦
の
末
、
羽
賀
選
手
の
内
股
に

完
敗
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見
の
初

め
に
語
っ
た
の
は
そ
の
悔
し
さ
だ
っ
た
。

「
こ
の
１
年
間
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で『
決

勝
で
投
げ
ら
れ
た
人

0

0

0

0

0

0

』
と
言
わ
れ
続
け
、

悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
後

が
な
い
と
思
い
、
課
題
を
明
確
に
し
て
練

習
し
て
き
ま
し
た
」

う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
太
田
選
手
に

と
っ
て
、
そ
の
猛
稽
古
が
生
か
さ
れ
、
大

き
な
自
信
に
繋つ
な

が
っ
た
の
は
間
違
い
な
い

よ
う
だ
。最
後
に
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

■
着
実
に
歩
み
続
け
る

「
こ
の
結
果
に
満
足
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
パ
リ
が
目
標

で
す
が
、
一
つ
一
つ
の
試
合
を
確
実
に
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
大
風
呂
敷
を
広
げ
ず
、
地
に
足
を
つ

け
て
愚
直
に
歩
も
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
は

頼
も
し
い
か
ぎ
り
だ
。
太
田
選
手
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

1997 年 12 月９日生まれ、1997 年 12 月９日生まれ、
24歳。栃木県栃木市出身。24歳。栃木県栃木市出身。
　白鷗大足利高校、東海大　白鷗大足利高校、東海大
学を経て、2020 年４月、学を経て、2020 年４月、
旭化成に入社。旭化成に入社。
　19年グランドスラム大阪　19年グランドスラム大阪
100㌔超級で２位。19年の100㌔超級で２位。19年の
全日本選手権大会で３位。全日本選手権大会で３位。
20年の同大会で準優勝20年の同大会で準優勝

◉
優
勝
＝
太
田
彪
雅
三
段
（
推
薦
・
旭
化
成
）

＜優勝者インタビュー＞＜優勝者インタビュー＞

数々の優勝カップを前に記念撮影する太田選手
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ニュース　全日本柔道選手権大会

○
準
優
勝
＝
羽
賀
龍
之
介
選
手（
旭
化
成
）

「
悔
し
い
の
一
言
で
す
。
連
覇
を
目
指
し

て
１
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
負
け

た
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
課
題
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
太
田
と
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
で
一
緒
に
稽
古
し
て
い
ま
す
が
、
今

日
の
試
合
で
は
太
田
の
『
負
け
た
く
な

い
』
と
い
う
気
持
ち
が
直じ
か

に
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
」

―
―
実
は
、
羽
賀
選
手
は
大
会
３
日
前
に

腰
を
痛
め
て
、
直
前
ま
で
歩
け
な
い
状
態

だ
っ
た
。

「
こ
の
３
日
間
は
柔
道
着
を
着
る
こ
と
も

な
く
、
治
療
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。
意

地
も
あ
っ
て
大
会
に
は
出
場
し
ま
し
た
。

今
朝
は
少
し
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
技
が
全
然
出
な
か
っ
た
で
す
」

▽
第
３
位
＝
垣
田
恭
兵
選
手
（
旭
化
成
）

「
大
会
最
年
長
（
33
歳
）
で
す
が
、
力
の

限
り
や
ろ
う
と
挑
み
ま
し
た
。
羽
賀
は
旭

化
成
の
後
輩
で
す
が
実
績
が
あ
る
の
で
、

自
分
は
挑
戦
者
の
気
持
ち
で
し
た
。
普
段

の
稽
古
で
も
全
く
組
ん
だ
こ
と
は
な
く
、

『
試
合
ま
で
温
め
よ
う
ね
』
と
言
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
負
け
ま
し
た
け
ど
、
嬉
し

さ
半
分
、
悔
し
さ
半
分
で
す
。
技
術
的
に

も
体
力
的
に
も
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
一
つ
や
っ
て
い
き
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
王
子
谷
剛
志
選
手（
旭
化
成
）

「
１
週
間
前
に
け
が
を
し
て
３
日
間
は
前

転
を
す
る
の
も
痛
か
っ
た
で
す
。
メ
ン
タ

ル
面
で
崩
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
い

ろ
い
ろ
な
方
に
支
え
て
も
ら
っ
て
こ
の
大

会
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
再
び
、
自
分
自
身
と
向
き
合
っ

て
、
４
月
に
日
本
武
道
館
（
で
行
わ
れ
る

全
日
本
選
手
権
）
に
戻
っ
て
き
て
、
も
う

ひ
と
花
咲
か
せ
た
い
で
す
」

▽
第
５
位
＝
影
浦
心
選
手（
日
本
中
央
競
馬
会
）

「
21
年
に
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
、

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
タ
イ
ト
ル
も
目
指

し
て
い
ま
し
た
が
、
難
し
か
っ
た
で
す
。

（
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
）
驕お
ご

り
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
準
々
決
勝

（
の
垣
田
戦
）
で
は
対
策
を
と
れ
ず
に
、

足
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
」

◇

▽
金
野
潤　

全
日
本
強
化
委
員
長

「
全
日
本
は
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
鬩せ
め

ぎ
合

い
が
見
ら
れ
る
大
会
で
す
。
一
つ
一
つ
が

見
応
え
が
あ
る
試
合
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
決
勝
に
は
実
力
の
あ
る
２
人
が
勝
ち

上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
太
田
選
手
は
好

調
で
、
確
実
に
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
（
パ
リ
五
輪
の
）

代
表
争
い
に
絡
ん
で
く
る
選
手
だ
と
思
い

ま
す
。
羽
賀
選
手
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

悪
い
な
が
ら
も
、
決
勝
ま
で
上
が
っ
た
こ

と
に
敬
意
を
評
し
た
い
で
す
」

▽
鈴
木
桂
治　

全
日
本
男
子
監
督

「
今
大
会
は
ベ
テ
ラ
ン
が
元
気
で
、
若
手

は
元
気
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
印
象
で

す
が
、
総
じ
て
い
い
大
会
で
し
た
。
重
量

級
で
は
若
手
の
強
化
が
課
題
で
す
ね
。
太

田
選
手
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も

っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
選
手
権
で
畳
に
上
が
れ
る
の
は
名

誉
あ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
満
足
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
選
手
に
は
優
勝
を
目
指

し
て
上
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

■
主
な
選
手
の
コ
メ
ン
ト

心技体 人を育てる総合誌
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優勝　　　　　　　

中
川
　
直
治 

四
段 

（
北
信
越
・
金
沢
刑
務
所
） 

初

七
戸
　
　
龍 

五
段 

（
九
　
州
・
九
州
電
力
） 

11

王
子
谷
剛
志 

五
段 

（
東
　
京
・
旭
化
成
） 

９

横
田
　
雄
斗 

五
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

２

千
野
根
有
我 

四
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
学
３
年
） 

初

小
川
　
雄
勢 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

５

福
本
　
　
翼 

五
段 

（
中
　
国
・
広
島
県
警
察
） 

２

熊
代
　
佑
輔 

五
段 

（
東
　
京
・
国
際
武
道
大
学
教
） 

６

野
々
内
悠
真 

三
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

２

谷
井
　
大
輝 

四
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

２

高
橋
　
　
翼 

三
段 

（
東
　
京
・
国
士
舘
大
学
２
年
） 

初

石
内
　
裕
貴 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

４

山
本
　
考
一 

四
段 

（
東
　
海
・
京
都
刑
務
所
） 

２

小
原
　
拳
哉 

四
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

上
田
　
轄
麻 

三
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

５

佐
々
木
優
太 

三
段 

（
東
　
北
・
山
形
刑
務
所
） 

初

尾
原
　
琢
仁 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

４

斉
藤
　
　
立 

三
段 

（
推
　
薦
・
国
士
舘
大
学
２
年
） 

２

前
田
　
宗
哉 

四
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

２

高
木
　
育
純 

三
段 

（
四
　
国
・
香
川
県
警
察
） 

２

加
藤
慎
之
助 

四
段 

（
東
　
京
・
皇
宮
警
察
） 

初

田
中
　
大
貴 

四
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

６

太
田
　
彪
雅 

三
段 

（
推
　
薦
・
旭
化
成
） 

４

垣
田
　
恭
兵 

五
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

８

中
村
　
雄
太 

三
段 

（
東
　
京
・
東
海
大
学
１
年
） 

初

中
村
　
拓
郎 

四
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
大
学
４
年
） 

初

岩
﨑
　
恒
紀 

三
段 

（
四
　
国
・
香
川
県
警
察
） 

初

佐
藤
　
正
大 

五
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

３

佐
藤
　
和
哉 

三
段 

（
推
　
薦
・
日
本
製
鉄
） 

５

古
田
　
伸
悟 

三
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

２

飯
田
　
健
伍 

三
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

４

釘
丸
　
将
太 

四
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

川
田
　
修
平 

三
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

初

影
浦
　
　
心 

五
段 

（
推
　
薦
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

５

大
瀧
　
　
和 

三
段 

（
中
　
国
・
岡
山
県
警
察
） 

初

中
西
　
一
生 

三
段 

（
東
　
京
・
国
士
舘
大
学
３
年
） 

初

吉
田
　
優
平 

三
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

初

山
本
　
悠
司 

三
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

初

田
中
　
源
大 

三
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

４

香
川
　
大
吾 

四
段 

（
東
　
京
・
　Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

４

小
林
　
悠
輔 

三
段 

（
東
　
海
・
渡
邉
電
設
） 

３

小
川
　
竜
昂 

五
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

４

相
木
　
飛
磨 

四
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

初

藤
本
　
智
朗 
三
段 

（
東
　
北
・
弘
前
大
学
４
年
） 

初

羽
賀
龍
之
介 
五
段 

（
推
　
薦
・
旭
化
成
） 

４

太田　彪雅

DブロックCブロックBブロックAブロック

令和３年全日本柔道選手権大会

○
内
股

○
足
車

○
払
腰

◯
反
則
負
け

◯
背
負
投

○
三
角
絞

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
大
外
刈

　隅
落

◯
支
釣
込
足
◯
支
釣
込
足

◯
反
則
負
け

◯
背
負
投

　膝
車

○
内
股

◯
足
車

○
三
角
絞

○
不
戦
勝
ち

○
横
四
方
固

◯
反
則
負
け

　小
内
刈

　内
股

　小
外
刈

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
支
釣
込
足
＋
横
四
方
固

◯
払
腰

　小
内
刈

○
反
則
負
け

○
大
外
刈

○
不
戦
勝
ち

◯
大
内
刈
＋
崩
袈
裟
固

○
反
則
負
け

○＝一本、　＝技有、　＝有効

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

　背
負
投

　小
外
刈

　背
負
投

　背
負
投

　背
負
投

　大
外
刈
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

70㌔級・田中志歩が初優勝70㌔級・田中志歩が初優勝

　

第
36
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道

連
盟
）
が
昨
年
12
月
25
日
、
東
京
都
文
京

区
の
講
道
館
７
階
大
道
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。決
勝
は
70
㌔
級
の
田た

中な
か

志し

歩ほ
（
Ｊ

Ｒ
東
日
本
）
と
体
重
110
㌔
の
児こ

玉だ
ま

ひ
か
る

（
東
海
大
３
年
）
の
対
決
と
な
り
、
延
長

戦
の
末
、
児
玉
が
指
導
３
を
受
け
て
反
則

負
け
と
な
り
、
田
中
が
２
回
目
の
出
場
で

初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

本
大
会
は
地
区
選
出
の
選
手
34
名
に
推

薦
選
手
２
名
を
加
え
た
計
36
名
に
よ
り
争

わ
れ
た
。

♢

　

試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定

（
２
０
１
８
〜
２
０
２
０
）
お
よ
び
全
日

本
選
手
権
大
会
申
し
合
わ
せ
事
項
で
行
わ

れ
た
。
試
合
時
間
は
４
分
、
時
間
内
に
決

着
が
つ
か
な
い
場
合
は
時
間
無
制
限
の
延

長
戦
を
に
入
り
、
ど
ち
ら
か
に
ポ
イ
ン
ト

が
入
っ
た
時
点
で
優
勝
が
決
ま
る
ゴ
ー
ル

デ
ン
ス
コ
ア
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、
入
館
者
全
員
に
マ
ス
ク
着
用
、
健
康

記
録
表
の
提
出
、
出
場
選
手
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
な
ど
、
万
全
の
予
防
対
策
を

講
じ
て
実
施
さ
れ
た
。

第 36回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

（JR東日本）（JR東日本）
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　組み手争いで有利に立つ橋本（上）。試合時間残り 40秒、内
股で有効を奪って勝利。安定した戦いで２年連続の準決勝進出を
決めた。

準々決勝❶

橋本朱未
（推薦・コマツ）

内　股
（４分）

梅津志悠
（東京・三井住友海上火災）

　延長戦突入後、長谷川（左）が積極的に技を出すが寺田
はなんとかしのぐ。寺田は逆に長谷川の大内刈を返して有
効を奪い、初の準決勝進出。

準々決勝❸

寺田宇多菜
（関東・JR東日本）

大内返
（６分28秒）

長谷川瑞紀
（近畿・近畿大３年）

　78㌔超級同士の対決となった。開始２分、児玉（左）
が出足払で有効を奪って勝利。初めて準決勝に駒を進
めた。

準々決勝❷

児玉ひかる
（東京・東海大３年）

出足払
（４分）

井上あかり
（東京・JR東日本）

　70㌔級同士の対戦。田中（左）は常に先手を取って技を
仕掛ける。延長戦で桑形に３回目の指導が入り、田中が初の
準決勝へ。

準々決勝❹

田中志歩
（東京・JR東日本）

○反則負け
（５分19秒）

桑形萌花
（近畿・三井住友海上火災）
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　延長戦序盤は橋本が積極的に前に出るが児玉（上）はなん
とかこらえる。逆に児玉は徐々にペースをつかみ、積極的に
技を仕掛ける。すると橋本に３回目の指導が入り勝負あり。
児玉が初の決勝進出を決めた。

準決勝❶
児玉ひかる

（東京・東海大３年）
○反則負け
（６分17秒）

橋本朱未
（推薦・コマツ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ともに 70㌔級で JR 東日本所属の対決。リーチがある田中
（下）は組み手争いで優位に立つ。延長戦開始 50秒過ぎ、田
中が寺田の一瞬の隙をつき、一本背負投を放つ。これが有効
となり、田中が決勝に進んだ。

準決勝❷
田中志歩

（東京・JR東日本）
一本背負投
（５分２秒）

寺田宇多菜
（関東・JR東日本）
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　延長開始 5分 30秒、技の出ない児玉に３回目の指導が入
り田中（左）が初優勝を決めた。最重量級（78㌔超級、78㌔
級）以外での優勝は第１回大会（1986年）で 61㌔級（当時）
で優勝した八戸かおり以来の快挙となった。

決　勝
田中志歩

（東京・JR東日本）
○反則負け
（９分30秒）

児玉ひかる
（東京・東海大３年）

最
軽
量
級（

最
軽
量
級（
4848
㌔
級
）の
角
田
、

㌔
級
）の
角
田
、

価
値
あ
る
勝
利

価
値
あ
る
勝
利

　

48
㌔
級
世
界
選
手
権
覇
者
の
角つ
の

田だ

夏な
つ

実み

（
推
薦
・
了
德
寺
大
職
）
が
出
場
。
初
戦

で
体
重
差
50
㌔
の
田た

中な
か

里り

沙さ

（
中
国
・
環

太
平
洋
大
２
年
）
と
対
戦
し
た
。
角
田
は

自
分
の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込
ん
で
巴
投
か
ら

寝
技
に
引
き
込
み
、
終
始
試
合
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
。
最
重
量
級
の
田
中
か
ら
価
値
あ

る
勝
利
を
収
め
る
。

寝技に引き込む角田（右）寝技に引き込む角田（右）
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◯
準
優
勝
＝
児
玉
ひ
か
る
選
手（
東
海
大
）

「
自
分
の
実
力
不
足
を
実
感
し
、
と
て
も

悔
し
い
で
す
。（
決
勝
で
は
）
階
級
が
下

の
選
手
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か

相
手
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分

の
戦
い
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
大
会

は
『
粘
り
強
く
、
し
ぶ
と
く
戦
う
こ
と
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
が
、
難
し
か
っ

た
で
す
。
体
力
不
足
を
実
感
し
た
の
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
で
も
戦
え
る
よ
う
に

練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。
１
月
の
講
道

館
杯
で
は
優
勝
し
た
い
で
す
」

▽
３
位
＝
寺
田
宇
多
菜
選
手（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

「
攻
め
る
柔
道
が
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
が
む
し
ゃ
ら

に
技
を
か
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
ん

で
す
が
、
今
回
は
技
を
か
け
な
が
ら
投
げ

に
い
く
こ
と
ま
で
意
識
し
て
試
合
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
の
階
級
は
層
が
厚
く
て
強

い
選
手
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
一

つ
で
も
上
に
行
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
橋
本
朱
未
選
手（
三
井
住
友
海
上
火
災
）

「
勝
ち
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
い
で

す
。（
敗
れ
た
準
決
勝
は
）
自
分
か
ら
先

に
技
を
か
け
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
相
手

の
技
を
受
け
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
二
つ

が
敗
因
だ
と
思
い
ま
す
。
講
道
館
杯
で
は

今
日
の
課
題
を
修
正
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

▽
出
場
選
手
中
、
最
軽
量
（
48
㌔
級
）

＝
角
田
夏
実
選
手
（
了
德
寺
大
職
）

「（
重
量
級
の
選
手
は
）
組
み
始
め
か
ら

圧
力
が
全
然
違
い
、
自
分
の
柔
道
が
で
き

な
く
て
、
体
力
的
に
も
き
つ
か
っ
た
で

す
。
ど
ん
な
相
手
に
も
巴
投
を
か
み
合
わ

せ
て
攻
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
回
の
負
け

を
し
っ
か
り
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◇

▽
増
地
克
之　

全
日
本
女
子
監
督

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

素
根
輝
、
世
界
選
手
権
優
勝
の
朝
比
奈
沙

羅
、
２
位
の
冨
田
若
春
が
不
出
場
と
な
り

ま
し
た
が
、
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
非
常

に
い
い
戦
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
無
差

別
と
い
う
の
は
ま
さ
に
柔
道
本
来
の
姿
で

は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
国
際
ル
ー
ル
で

体
重
の
軽
い
選
手
が
勝
つ
こ
と
は
非
常
に

難
易
度
が
高
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
70
㌔
級
の
田
中
が
重
量
級
の
選
手

を
破
っ
て
優
勝
し
た
こ
と
は
価
値
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し
い
戦

い
が
続
き
ま
す
が
、
出
場
し
た
選
手
の
中

か
ら
パ
リ
五
輪
の
切
符
を
手
に
す
る
選
手

が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

―
―
決
勝
の
児
玉
選
手
は
同
学
年
で
東

京
都
予
選
で
も
対
戦
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
思
い
で
臨
み
ま
し
た
か
。

「
東
京
都
予
選
で
は
体
勢
が
崩
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
技
を
か
け
て
負
け
て
し

ま
っ
た
の
で
、
今
回
は
し
っ
か
り
組
み

手
を
作
り
、
我
慢
し
て
相
手
が
疲
れ
た

と
こ
ろ
で
技
を
か
け
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
」

―
―
決
勝
は
積
極
的
に
前
に
出
続
け
て

い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
考
え
で
戦
っ

て
い
ま
し
た
か
。

「
自
分
の
得
意
技
は
抱
き
つ
い
て
大
内

刈
を
か
け
る
こ
と
な
の
で
、
奥
（
襟
）

を
持
っ
た
ら
チ
ャ
ン
ス
が
来
る
と
思

い
、
積
極
的
に
奥
（
襟
）
を
持
ち
に
い

き
ま
し
た
」

―
―
自
分
よ
り
大
き
な
選
手
を
相
手
に

摑つ
か

ん
だ
優
勝
の
喜
び
は
。

「
無
差
別
で
優
勝
で
き
た
こ
と
が
と
て

も
嬉う
れ

し
い
で
す
。
今
ま
で
は
無
理
に
で

も
技
を
か
け
に
い
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、（
自
分
の
）
組
み
手
を
作
っ
て
か

ら
技
に
入
る
よ
う
に
し
た
の
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」

―
―
パ
リ
五
輪
の
代
表
争
い
に
つ
い
て

の
意
識
は
あ
り
ま
す
か
。

「（
ラ
イ
バ
ル
の
）
新
添
（
左
季
）
さ

ん
に
勝
っ
て
、
外
国
人
選
手
に
も
勝
っ

て
五
輪
を
狙
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

―
―
社
会
人
１
年
目
で
日
本
一
と
な
り

ま
し
た
。今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
。

「
今
年
一
年
、
全
て
の
大
会
で
２
位

で
、
今
回
や
っ
と
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

―
―
こ
の
日
本
一
を
こ
れ
か
ら
の
柔
道

人
生
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
か
。

「
全
日
本
女
子
選
手
権
優
勝
に
恥
じ
な

い
よ
う
、
今
回
の
試
合
を
生
か
し
て
今

後
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◉
優
勝
＝
田
中
志
歩
三
段
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

40
㌔
の
体
重
差
を
乗
り
越
え
初
Ｖ
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優勝　　　　　　　

新
井
　
万
央 

二
段 

（
関
　
東
・
埼
玉
栄
高
校
３
年
） 

初

池
　
絵
梨
菜 

三
段 

（
近
　
畿
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
） 

２

田
中
　
志
歩 

三
段 

（
東
　
京
・
　Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

２

渡
邉
　
天
海 

二
段 

（
北
海
道
・
北
海
高
校
２
年
） 

初

土
佐
真
紀
子 

三
段 

（
東
　
北
・
茨
城
県
警
察
） 

初

黒
田
　
亜
紀 

三
段 

（
東
　
京
・
早
稲
田
大
学
２
年
） 

初

橋
高
　
朱
里 

四
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
大
教
） 

４

有
瀬
　
心
里 

三
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
学
２
年
） 

初

桑
形
　
萌
花 

三
段 

（
近
　
畿
・
三
井
住
友
海
上
火
災
） 

３

浜
　
　
未
悠 

三
段 

（
東
　
海
・
百
五
銀
行
） 

２

能
智
亜
衣
美 

四
段 

（
関
　
東
・
了
德
寺
大
職
） 

４

長
谷
川
瑞
紀 

三
段 

（
近
　
畿
・
近
畿
大
学
３
年
） 

初

高
瀬
　
　
凛 

二
段 

（
中
　
国
・
東
亜
大
学
１
年
） 

初

和
田
梨
乃
子 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

２

寺
田
宇
多
菜 

四
段 

（
関
　
東
・
　Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

３

結
城
　
彩
乃 

三
段 

（
東
　
京
・
コ
マ
ツ
） 

初

立
川
　
真
奈 

三
段 

（
四
　
国
・
福
岡
大
学
１
年
） 

２

稲
森
　
奈
見 

四
段 

（
九
　
州
・
鹿
児
島
県
柔
道
会
） 

８

蓮
尾
　
沙
樹 

三
段 

（
関
　
東
・
北
関
東
綜
合
警
備
保
障
） 

初

中
原
　
　
爽 

三
段 

（
九
　
州
・
福
岡
大
学
４
年
） 

２

菅
原
　
歩
巴 

四
段 

（
東
　
北
・
久
慈
東
高
教
） 

７

吉
峰
芙
母
絵 

三
段 

（
近
　
畿
・
近
畿
大
学
３
年
） 

２

井
上
あ
か
り 

三
段 

（
東
　
京
・
　Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

３

小
林
　
未
奈 

三
段 

（
東
　
京
・
帝
京
大
学
３
年
） 

初

山
本
　
海
蘭 

二
段 

（
関
　
東
・
富
士
学
苑
高
校
２
年
） 

初

辻
　
な
な
る 

三
段 

（
北
信
越
・
津
幡
高
校
３
年
） 

初

児
玉
ひ
か
る 

三
段 

（
東
　
京
・
東
海
大
学
３
年
） 

４

稲
田
　
愛
華 

三
段 

（
四
　
国
・
福
岡
大
学
１
年
） 

初

梅
津
　
志
悠 

四
段 

（
東
　
京
・
三
井
住
友
海
上
火
災
） 

５

東
　
　
加
珠 

三
段 

（
近
　
畿
・
ヤ
ッ
ク
ス
） 

初

角
田
　
夏
実 

五
段 

（
推
　
薦
・
了
德
寺
大
職
） 

２

田
中
　
里
沙 

三
段 

（
中
　
国
・
環
太
平
洋
大
学
２
年
） 

初

都
留
　
麻
瑞 

三
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
学
４
年
） 

初

黒
木
七
都
美 

三
段 

（
東
　
海
・
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
） 

２

伊
藤
　
咲
季 
三
段 

（
北
海
道
・
星
道
都
大
学
４
年
） 

初

橋
本
　
朱
未 
四
段 

（
推
　
薦
・
コ
マ
ツ
） 

３

田中　志歩

◯
横
四
方

DブロックCブロックBブロックAブロック

第36回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

◯
小
内
刈
＋
横
四
方
固

　一
本
背
負
投

○
足
車

○
内
股

○
内
股

◯
反
則
負
け

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

◯
反
則
負
け

◯
大
外
巻
込

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
払
巻
込

◯
小
外
掛

◯
崩
袈
裟
固

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

○
縦
四
方
固

◯
上
四
方
固

◯
反
則
負
け

◯
膝
車

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

　内
股

　裏
投

　小
外
掛

　大
内
刈

　肩
車

　出
足
払

　大
内
返

　一
本
背
負
投

○＝一本、　＝技有、　＝有効
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ニュース　講道館　鏡開式

 
講
道
館
　鏡
開
式

講
道
館
創
立

講
道
館
創
立
140140
周
年
の
年
に
臨
ん
で

周
年
の
年
に
臨
ん
で

　

講
道
館
鏡
開
式
が
１
月
９
日
、
寬と
も

仁ひ
と

親

王
妃
信
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
講
道

館
大
道
場
で
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の

た
め
、
参
加
者
の
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、

手
指
の
消
毒
な
ど
が
徹
底
し
つ
つ
、
一
般

参
加
者
を
受
け
入
れ
て
実
施
し
た
。

　

午
前
10
時
に
開
会
し
、
初
め
に
講
道
館

員
を
代
表
し
、
柳
や
な
ぎ

澤さ
わ

久ひ
さ
し八
段
が
「
コ
ロ

ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
が
無
事

開
催
さ
れ
、
柔
道
の
活
躍
は
国
民
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
講
道
館
も
柔
道
競

技
の
練
習
会
場
と
し
て
選
手
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
多
く
の
国
と
地
域
の
方
々
か
ら

感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
で
注
目
を
浴
び

た
今
こ
そ
、
講
道
館
柔
道
の
理
念
と
真
髄

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
の
知
的
財
産

を
後
世
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
館
員
一
同
で
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
柔
道
の
総
本
山
・
講
道
館
を
し
っ
か
り

と
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
賀
詞
を
述

べ
た
。

　

次
に
、
上う
え

村む
ら

春は
る

樹き

館
長
よ
り
年
頭
挨
拶

が
あ
っ
た
。

「
恒
例
の
講
道
館
鏡
開
式
を
寬
仁
親
王
妃

信
子
殿
下
の
ご
臨
席
の
下
、
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
妃
殿
下
に
は
新
年
の

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
出
ま
し
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
鏡
開

式
は
講
道
館
が
創
始
し
て
間
も
な
く
始
ま

っ
た
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
重
要
な
行
事

の
一
つ
で
す
。
新
年
を
祝
い
、
館
員
の
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
る
の
が
趣
旨
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
修
行
、
こ

う
い
う
時
で
も
で
き
る
修
行
を
み
ん
な
で

知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
し
て
、
感
染
防

年頭挨拶を述べる
上村春樹館長

止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
折
し
も
今
年
は

講
道
館
創
立
140
周
年
の
年
で
あ
り
ま
す
。

先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
を

私
た
ち
が
き
ち
ん
と
受
け
継
ぎ
、
将
来
に

繋つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

師
範
の
遺
訓
に

立
ち
返
り
、
私
た
ち
は
ぜ
ひ
と
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。地
道
な
が
ら
も
確
実
に『
精
力
善
用
』

『
自
他
共
栄
』
の
実
践
に
努
め
、
皆
様
と

柔
道
の
正
し
い
普
及
・
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
く
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
」

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
の
演
技
が
披
露
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
形
の
後
に
全
日

本
強
化
コ
ー
チ
・
選
手
と
修
行
者
と
の
乱

取
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
も
実
施
が

見
送
ら
れ
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
上
村
館
長

か
ら
各
段
位
昇
段
者
の
代
表
に
証
書
が
手

渡
さ
れ
た
。
感
染
防
止
の
た
め
、
恒
例
の

し
る
こ
会
も
中
止
と
な
り
、
来
場
者
へ
は

持
ち
帰
り
用
の
紅
白
饅ま
ん

頭じ
ゅ
うが

配
布
さ
れ

た
。�

（
文
・
写
真
＝
講
道
館
）

昇段発表証書の授与式 感染防止対策を講じて行われた講道館大道場での鏡開式
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「古式の形」

「極の形」 「固の形」 「投の形」「柔の形」

■
形
演
技
者

◇
投
の
形
＝
取
・
南
保
徳
双
七
段
、
受
・

岩
永
憲
門
四
段

◇
固
の
形
＝
取
・
下
山
陽
邦
六
段
、
受
・

藤
中
拓
馬
四
段

◇
極
の
形
＝
取
・
平
野
弘
幸
七
段
、
受
・

畠
山
洋
平
六
段

◇
柔
の
形
＝
取
・
秋
山
日
向
子
女
子
四

段
、
受
・
灰
原
茉
美
女
子
五
段

◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
道
場
良
久
八

段
、
受
・
向
井
幹
博
七
段

◇
五
の
形
＝
取
・
小
志
田
憲
一
七
段
、
受
・

眞
喜
志
慶
治
七
段

◇
古
式
の
形
＝
取
・
宗
義
明
八
段
、
受
・

宇
津
木
俊
博
八
段

披露された形演武
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ニュース　合気会　鏡開き式

 
合
気
会　
鏡
開
き
式

伝
統
と
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に

伝
統
と
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に

　

公
益
財
団
法
人
合
気
会
の
本
部
道
場
鏡

開
き
式
は
９
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
本
部

道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
参
加
者
を
各
段
位

の
昇
段
代
表
者
と
合
気
会
職
員
の
み
と

し
、
国
内
外
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
た
。

　

式
は
午
後
２
時
か
ら
開
始
。
初
め
に
植う
え

芝し
ば

守も
り

央て
る

道
主
が
年
頭
の
挨
拶
に
立
ち
、

「
今
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓ま
ん

延え
ん

し
て
い
る
状

況
下
で
す
が
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
大
変
嬉う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
昨
年
は

緊
急
事
態
宣
言
が
長
く
続
き
、
制
限
も
多

い
中
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や

る
と
い
う
精
神
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
も
日
々
の
研け
ん

鑽さ
ん

を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
元
の
状
況
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
が
活
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
顔
を
合
わ
せ
て

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
、

そ
こ
か
ら
感
じ
取
れ
る
こ
と
は
多
く
、
和

合
の
心
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
今
年
こ
そ
、
世
界
中
を
自
由
に
行
き

来
し
、
合
気
道
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、
合
気
道
本
部
道

場
は
創
建
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
祖

植
芝
盛も
り

平へ
い

翁
が
創
形
さ
れ
、
吉き
っ

祥し
ょ

丸う
ま
る２
代

道
主
を
は
じ
め
と
す
る
先
達
の
方
々
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
大
切
に
感
謝
の
気

持
ち
を
常
に
持
ち
続
け
、
次
な
る
100
周
年

に
向
け
て
絆
き
ず
な
を
大
切
に
歩
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
植
芝
充み
つ

央て
る

本
部
道
場
長
に
よ
る
奉

納
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
推
薦

昇
段
者
発
表
と
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

初
段
か
ら
七
段
ま
で
の
各
段
昇
段
者
の
代

表
者
と
八
段
昇
段
者
に
植
芝
道
主
よ
り
証

書
が
授
与
さ
れ
た
。
最
後
に
多
田
宏
本
部

道
場
師
範
が
挨
拶
を
述
べ
、
式
は
終
了
し

た
。

年頭挨拶を述べる
植芝守央合気道道主

植芝充央本部道場長よる奉納演武

証書を授与する植芝守央道主（左）証書を授与する植芝守央道主（左）

植芝道主と昇段代表者による記念撮影植芝道主と昇段代表者による記念撮影
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